
盛
を
眺
め
て
来
た
。

然
う
し
て
私
は
こ
の
両
者
に
、
大
き
な
立
場
の
移
行
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
即
ち
◇
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
、
サ
ン
チ
ー
で
は
仏
の
像
は
未
だ
な

い
。
然
し
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
は
、
ゼ
ウ
ス
や
ア
ポ
ロ
と
見
ま
ち
が
う
程
の
ギ
リ
シ
ャ
的
な
仏
像
が
あ
る
。
然
も
そ
こ
に
彫
ら
れ
た
物
語
が
、

前
者
は
釈
尊
の
本
生
話
、
即
ち
前
世
物
語
が
多
く
、
後
者
に
は
仏
伝
図
、
即
ち
生
れ
て
か
ら
の
物
語
が
多
い
。
然
し
て
後
者
の
ジ
ャ
ー
タ

ア
し
ゆ
く
み
ろ
く

力
で
は
燃
灯
仏
の
像
等
、
然
も
こ
の
燃
灯
仏
話
で
は
釈
尊
以
外
の
仏
、
阿
弥
陀
、
阿
閤
、
弥
勒
等
の
物
語
り
が
出
て
来
る
○
私
に
は
こ
上

に
於
て
・
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
か
ら
ガ
ン
ダ
ー
ラ
ヘ
の
移
行
に
、
大
乗
仏
教
へ
の
推
移
が
読
み
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

私
は
二
度
に
わ
た
っ
て
イ
ン
ド
と
。
ハ
キ
ス
タ
ン
及
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
仏
教
遮
跡
の
調
査
を
し
て
来
た
。

第
一
回
の
？
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
（
現
地
に
な
く
カ
ル
カ
ッ
タ
博
物
館
内
に
復
元
）
や
、
サ
ン
チ
ー
の
偉
大
な
遺
跡
を
み
て
、
ジ
ャ
ー
タ
ヵ
や

ヤ
ク
シ
ニ
ー
像
の
そ
の
素
購
し
さ
に
打
た
れ
た
。
更
に
二
回
目
は
所
謂
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
や
。
ハ
ー
ミ
ャ
ン
の
大
石
仏
に
か
っ
て
の
仏
教
の
隆

●
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
は
イ
ン
ド
の
丁
度
中
央
部
に
あ
り
西
方
海
岸
と
マ
ガ
ダ
国
を
結
ぶ
重
要
な
道
路
沿
い
、
ア
ラ
ハ
。
ハ
ー
ト
か
ら
二
一
○
哩

や
、
、ノ

ー
Ｉ

ル
フ
ッ
ト
彫
刻
か
ら
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
へ

◇

（
大
乗
仏
教
の
基
盤
の
考
察
）

高
橋
堯

昭
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も
の
所
に
あ
っ
た
ス
ト
ウ
ー
。
ハ
で
、
大
体
西
紀
前
三
世
紀
の
後
半
か
ら
前
一
世
紀
ま
で
の
作
で
あ
る
。

こ
Ｌ
は
当
時
余
り
有
名
な
仏
教
遮
跡
で
も
、
璽
要
な
政
治
都
市
で
も
な
か
っ
た
。
為
に
玄
英
や
法
顕
も
こ
の
地
に
つ
い
て
何
ら
の
記
録

を
残
し
て
い
な
い
程
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
逆
に
、
回
教
の
破
壊
か
ら
ま
ぬ
が
れ
て
現
代
に
数
少
な
い
貴
亜
な
文
化
財
を
、
こ
上
に
残
し

を
残
し
て
い
な
い
程
で
あ
る
。

て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一
八
七
三
年
英
国
の
カ
ニ
ン
ガ
ム
氏
が
、
こ
の
地
で
一
廃
塔
を
発
見
し
た
。
そ
の
際
仏
塔
は
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
単
な
る
土
の

ら
ん
ｃ
ゆ
ん

堆
積
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
が
幸
い
に
も
柵
楯
（
玉
垣
）
の
一
部
と
、
東
の
塔
門
柱
が
公
に
さ
れ
た
。
又
、
一
八
七
四
年
に
開
始
さ
れ
た
発

掘
で
、
多
数
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
現
在
カ
ル
カ
ッ
タ
博
物
館
の
入
口
す
ぐ
右
手
の
室
に
復
元
さ
れ
人
々
の
目
を
お
ど
ろ
か
し
め
て
い
る
。

カ
ニ
ン
ガ
ム
氏
の
測
定
に
よ
る
と
、
こ
の
ス
ト
ウ
ー
。
ハ
は
直
経
が
約
二
十
三
米
あ
っ
た
ら
し
く
、
こ
れ
を
巡
る
高
さ
二
米
七
十
の
棚

楯
は
、
東
西
南
北
の
四
門
の
塔
に
よ
っ
て
四
分
さ
れ
、
完
全
時
の
直
経
は
二
十
七
米
、
全
長
八
十
五
米
に
及
ん
で
い
た
ら
し
い
。
四
基
の

塔
門
は
、
現
在
来
門
の
み
不
完
全
な
が
ら
残
さ
れ
て
い
る
。
大
体
の
形
は
、
サ
ン
チ
ー
に
似
て
い
る
が
製
作
年
代
が
古
い
だ
け
に
規
模
、

形
式
と
も
に
や
応
古
風
で
劣
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

門
柱
は
八
角
形
を
四
本
合
せ
た
も
の
Ｌ
上
に
共
通
の
頂
雛
を
の
せ
、
こ
れ
に
二
頭
の
獅
子
の
鱒
座
し
た
像
が
の
っ
て
い
る
。
然
も
そ
れ

堂
ね

ｊ
、
の
柱
は
、
ア
ソ
カ
王
柱
に
真
似
て
鐘
を
ふ
せ
た
よ
う
な
形
の
蓮
弁
の
柱
頭
を
も
っ
て
い
る
。
又
、
土
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
門
柱
に
は

牡
牛
の
像
が
あ
る
か
ら
、
或
は
、
ア
ソ
カ
王
柱
に
な
ら
っ
て
四
聖
獣
を
の
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
門
柱
に
は
三
本
の
横
梁
を
鳥
居

の
よ
う
に
の
せ
殿
上
段
の
中
央
に
は
、
様
式
化
し
た
忍
冬
模
様
の
支
え
に
よ
っ
て
法
輪
が
安
世
さ
れ
、
高
さ
六
米
八
十
五
あ
る
。
（
こ
れ

は
後
述
の
サ
ン
チ
ー
の
塔
門
の
先
例
を
な
す
と
い
わ
れ
て
い
る
。
）

こ
の
門
柱
の
左
柱
の
内
側
中
央
に
「
ジ
ュ
ン
ガ
王
の
治
世
…
…
塔
門
を
建
て
石
工
こ
れ
を
起
せ
り
」
と
あ
る
為
、
歴
史
年
代
記
の
な
い
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↑
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
と
丁
度
同
じ
よ
う
な
ス
ト
ウ
ー
。
ハ
が
ボ
。
ハ
ー
ル
州
の
ピ
ル
サ
に
あ
る
。
こ
れ
が
有
名
な
サ
ン
チ
ー
で
あ
る
。
幸
い
に
も

こ
上
は
ほ
と
ん
ど
完
全
な
形
に
復
元
さ
れ
、
印
度
文
化
最
大
の
遺
跡
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

第
一
塔
、
第
二
塔
、
第
三
塔
は
￥
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
と
大
体
同
じ
頃
の
前
二
世
紀
に
、
特
に
第
一
塔
は
マ
ウ
リ
ャ
時
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
原
塔
を
中
核
と
し
て
、
今
日
見
ら
れ
る
よ
う
な
大
き
な
も
の
に
作
り
変
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
一
塔
の
棚
楯
は
、
筋
一
世
紀
か
ら
後
一
世
紀
の
ア
ン
ド
ラ
棚
。
第
三
塔
は
こ
れ
よ
り
更
に
お
く
れ
る
。
第
二
塔
の
柵
楯
は
一
番
古
く

バ
ー
ル
フ
ッ
ト
と
同
じ
く
ジ
ュ
ン
ガ
朝
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
一
番
古
い
第
二
塔
の
棡
楯
の
柱
に
は
、
・
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
と
側
じ
く
多
く
の
彫
刻
が
あ
る
。
「
摩
耶
夫
人
の
二
象
に
よ
る
瀧
水
」
或

は
「
足
跡
菩
知
童
子
本
生
図
」
等
、
多
く
の
図
が
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
笠
石
や
貰
石
に
は
全
く
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
な
い
。

る
。
私
は
更
に
考

な
お
更
で
あ
る
。

イ
ン
ド
で
は
特
に
重
要
な
文
化
財
で
あ
る
。

門
か
ら
門
へ
の
棡
楯
は
、
柱
と
柱
の
間
に
三
本
の
横
木
の
よ
う
な
貫
石
で
つ
な
ぎ
、
上
に
長
い
笠
石
を
の
せ
て
い
る
。
棡
柱
は
八
十
本

中
四
十
九
本
、
笠
石
四
十
本
中
十
五
本
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
柱
の
上
下
に
は
半
円
、
中
央
に
は
円
形
の
浮
彫
り
を
ほ
ど
こ
し
、

横
木
と
も
い
う
べ
き
貰
石
に
も
円
形
の
浮
彫
り
が
あ
り
、
門
柱
の
側
の
棡
楯
の
柱
の
み
全
面
に
わ
た
る
彫
刻
及
び
、
濃
艶
な
魅
惑
的
な
ヤ

ク
シ
ニ
ー
像
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
又
笠
石
も
美
し
い
浮
彫
り
の
プ
リ
ー
ズ
を
な
し
て
い
る
。

浮
彫
り
の
内
容
は
遮
華
を
主
と
す
る
多
数
の
装
飾
文
様
の
外
、
釈
尊
の
在
世
の
物
語
り
や
、
前
世
の
物
語
り
即
ち
仏
伝
や
、
本
生
図
が

描
か
れ
て
い
る
。
然
も
多
く
は
題
銘
が
あ
っ
て
内
容
の
理
解
を
深
め
助
け
、
古
代
期
仏
教
美
術
の
研
究
上
極
め
て
貴
璽
な
鯉
と
な
っ
て
い

る
。
私
は
更
に
東
西
文
化
の
交
流
史
的
立
場
か
ら
こ
れ
を
特
に
重
視
し
た
い
。
特
に
こ
れ
と
い
っ
て
歴
史
の
記
録
の
な
い
印
度
に
於
て
は
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更
に
こ
の
第
二
塔
以
外
で
は
、
・
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
の
よ
う
な
棡
楯
の
彫
刻
は
な
く
、
唯
鳥
居
の
よ
う
な
塔
の
四
方
の
門
柱
及
び
横
石
に
全

而
に
仏
伝
図
や
本
生
図
が
彫
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
ふ
に
．
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
と
サ
ン
チ
ー
の
違
い
が
あ
る
。

又
は
、
・
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
と
殆
ど
同
じ
か
少
し
あ
と
で
出
来
た
、
仏
陀
成
道
の
聖
地
ガ
ャ
の
大
塔
の
廻
り
の
欄
楯
に
は
、
・
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト

と
同
じ
く
、
柱
、
貫
石
、
笠
石
に
彫
刻
が
あ
る
。
こ
れ
は
や
入
も
す
れ
ば
大
塔
や
菩
提
樹
に
か
く
れ
て
、
参
詣
者
の
見
の
が
し
易
い
も
の

で
あ
る
が
、
現
在
の
大
塔
の
出
来
る
前
の
素
朴
な
ス
ト
ウ
ー
パ
を
し
の
ば
せ
る
に
重
要
な
柵
で
あ
る
。
こ
の
中
に
も
多
く
の
模
様
や
「
祇

園
購
入
布
施
図
」
等
の
仏
伝
図
や
「
足
跡
善
生
童
子
本
生
」
一
‐
亀
本
生
」
の
二
つ
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
が
み
ら
れ
る
。
私
が
こ
の
↑
ハ
ー
ル
フ
ッ

ト
、
サ
ン
チ
ー
、
或
は
、
ガ
ャ
に
於
て
興
味
を
ひ
か
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
彫
刻
の
中
で
蓮
華
等
の
純
印
度
的
な
も
の
が
模
様
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
中
で
、
サ
ン
チ
ー
大
塔
西
門
第
一
梁
、
第
二
梁
、
第
三
梁
背
面
右
方
、
大
塔
北
門
横
梁
、
頂
上
左
方
背
面
等
そ
の
他
に
有
翼

の
獅
子
、
半
獅
子
、
半
鷲
、
有
翼
の
馬
等
が
あ
る
。
又
、
サ
ン
チ
ー
第
三
塔
東
門
及
び
ガ
ャ
の
円
い
文
様
中
に
羽
根
の
生
え
た
馬
が
見
ら

れ
、
又
イ
ン
ド
的
で
な
い
図
案
化
さ
れ
た
紋
様
、
或
は
忍
冬
模
様
、
即
ち
つ
る
草
の
模
様
が
み
ら
れ
る
。
特
に
有
翼
の
獅
子
や
馬
は
、
ペ

ル
セ
ポ
リ
ス
の
有
翼
獣
像
に
つ
な
が
り
、
更
に
は
ア
ッ
シ
リ
ア
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
で
あ
ろ
う
。
或
は
別
系
統
と
し
て
ギ
リ
シ
ャ
、
ペ
ガ

サ
ス
の
神
像
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

更
に
サ
ン
チ
ー
第
三
塔
南
門
に
は
、
ア
シ
ョ
カ
王
柱
を
真
似
た
四
頭
背
合
せ
の
獅
子
の
像
が
あ
り
、
更
に
は
西
門
の
左
柱
の
柱
頭
が
四

人
の
ヤ
ク
シ
ャ
ー
が
、
又
束
門
右
柱
頭
の
は
四
頭
の
象
が
横
木
を
支
え
て
い
る
。
こ
れ
は
有
名
な
ア
ソ
カ
ピ
ラ
ー
（
柱
）
の
背
合
せ
の
四

頭
獅
子
の
代
り
に
、
イ
ン
ド
的
な
象
や
ヤ
ク
シ
ャ
像
を
以
て
こ
れ
に
替
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
ソ
カ
王
柱
自
体
が
後
述
す
る
よ

う
に
西
方
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
、
に
西
方
的
な
も
の
と
印
度
的
な
も
の
と
の
混
合
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
（
然
し
あ
く
ま
で

も
印
度
的
な
も
の
で
支
配
し
て
は
い
る
が
。
）
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又
災
に
〃
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
の
側
栃
の
中
で
、
束
門
の
枇
梁
の
中
間
に
あ
る
小
柱
に
印
度
的
で
な
い
容
貌
の
像
が
あ
り
、
又
絵
を
解
説
し
て

あ
る
銘
は
大
体
ブ
ラ
フ
ミ
ー
文
字
と
い
っ
て
当
時
印
度
で
使
わ
れ
た
文
字
が
普
通
で
あ
る
の
に
、
こ
の
中
で
、
五
ヶ
の
カ
ロ
シ
テ
ィ
文
字

が
あ
る
。
こ
れ
は
西
方
印
度
で
使
わ
れ
た
文
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
ち
ら
の
工
人
が
加
っ
た
こ
と
が
分
る
。

．
更
に
。
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
の
「
七
色
の
鹿
王
物
語
」
の
す
ぐ
左
上
に
あ
る
ク
ジ
ャ
ク
の
膜
様
は
、
左
右
相
対
的
で
写
実
的
で
あ
り
こ
れ
は
ィ

（
写
典
Ａ
）

ン
ド
的
と
異
る
。
印
度
的
在
り
方
は
こ
の
ク
ジ
ャ
ク
の
近
く
の
ヤ

ク
シ
ニ
ー
で
示
す
よ
う
に
左
右
が
不
均
衡
で
、
特
に
片
方
の
足
に

重
量
を
お
き
肉
体
、
特
に
腰
の
線
に
媚
態
的
な
感
情
を
さ
そ
う
よ

う
な
像
が
多
い
。
更
に
写
真
Ａ
「
鹿
正
物
語
」
（
「
美
し
い
鹿
に

助
け
ら
れ
た
旅
人
が
、
約
束
を
破
っ
て
王
様
に
腿
の
勝
所
を
知
ら

せ
、
う
た
れ
た
腿
が
王
に
わ
け
を
話
す
。
王
は
忘
恩
の
旅
人
を
処

刑
し
よ
う
と
す
る
が
又
鹿
は
殺
生
は
よ
く
な
い
と
王
を
さ
と
す
、

こ
の
鹿
こ
そ
釈
尊
の
前
生
と
い
う
有
名
な
物
語
」
）
の
ジ
ャ
ー
タ

カ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
絵
の
下
方
で
は
河
の
中
で
鹿
の
背
に
人

が
助
け
ら
れ
て
い
る
。
横
の
左
右
で
は
、
右
に
弓
に
矢
を
つ
が
え
た

狩
人
、
左
が
逃
げ
る
鹿
た
ち
、
中
央
に
大
き
な
鹿
（
釈
螺
の
前
生
）
、

そ
れ
を
合
掌
す
る
三
人
の
像
、
そ
の
舞
台
た
る
森
を
炎
わ
す
三
本

の
木
等
勾
物
語
は
雑
然
と
背
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
印
度
と
西

（“）



方
の
絵
の
違
い
を
単
的
に
表
わ
し
て
い
る
。
即
ち
印
度
で
は
個
々
は
認
め
ら
れ
ず
、
す
べ
て
は
永
遠
の
流
転
の
相
の
中
に
於
て
求
め
ら
れ

る
。
静
止
的
で
な
く
活
動
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
。
故
に
西
方
の
如
く
、
佃
を
独
立
に
と
ら
え
又
そ
の
主
題
と
背
景
が
遮
断
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
空
い
て
い
る
所
に
す
べ
て
挿
入
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
印
度
的
特
徴
の
絵
と
、
ス
ッ
キ
リ
し
た
図
案
的
絵
と
か
混

在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
マ
ウ
リ
ャ
王
朝
時
代
に
、
別
個
に
活
動
し
て
い
た
外
来
派
（
外
来
人
及
び
西
方
印
度
人
の
宮
廷
臓
屈
の
芸
術
家
）

と
、
イ
ン
ド
在
来
の
民
間
芸
術
家
と
の
両
派
が
協
力
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
西
方
文
化
の
イ
ン
ド
化
、
ひ
い
て
は
そ
の
混
入
綜
合

が
こ
上
に
読
み
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

マ
ウ
リ
ヤ
王
朝
に
な
る
と
、
そ
の
首
都
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
が
ペ
ル
シ
ャ
の
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
の
ァ
。
ハ
ダ
ナ
の
列
柱
の
間
を
模
し
た
と
い
わ

れ
る
。
そ
れ
を
示
す
列
桃
が
般
近
発
堀
さ
れ
て
い
る
。
又
ギ
リ
シ
ャ
の
使
節
メ
ガ
ス
テ
ネ
ス
は
、
「
バ
ー
タ
リ
ブ
ト
ラ
は
ス
ー
サ
ェ
ク

・
ハ
ダ
の
博
殿
よ
り
立
派
だ
」
と
記
し
て
い
る
。
又
エ
ジ
プ
ト
の
プ
ト
レ
マ
ィ
オ
ス
王
朝
の
使
者
フ
ィ
ラ
デ
ィ
ル
フ
オ
ス
は
次
の
如
く
伝
え

て
い
る
。
即
ち
ピ
ン
ド
サ
ー
ラ
王
が
、
い
ち
じ
く
と
ブ
ド
ー
の
贈
与
を
願
い
更
に
哲
学
者
を
、
大
金
を
も
っ
て
報
ゆ
る
故
送
っ
て
貰
い
度

て
い
る
。
即
ち
ピ
ン
ド
皿

然
ら
ば
立
ち
返
っ
て
西
方
と
の
関
係
は
、
当
時
否
そ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
第
一
の
交
流
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
印
度
侵
入
で
あ
る
。
（
厳
密
に
は
そ
れ
以
前
、
間
接
に
ギ
リ
シ
ャ
と
の
交
流
が
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
ｒ
わ
れ
る
が
）
大
王
の
死
後
、
そ
の
国
土
は
三
分
さ
れ
、
西
北
印
度
は
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
の
下
に
入
り
、
幾
多
の
ギ
リ
シ
ャ
人

の
小
国
が
形
造
ら
れ
る
。

い
と
申
し
出
さ
れ
た
と
。

こ
れ
ら
は
印
度
諸
王
が
、
如
何
に
西
方
文
化
に
真
剣
な
熱
意
を
示
し
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

●
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又
、
ア
ソ
カ
王
の
王
柱
は
、
ア
ッ
シ
ロ
・
ギ
リ
シ
ャ
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
特
に
現
在
印
度
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
鹿
野
園
出

土
の
獅
子
柱
頭
に
つ
い
て
こ
れ
を
見
る
に
、
行
を
合
せ
た
四
つ
の
獅
子
の
丸
彫
り
の
巧
み
な
る
写
実
と
力
強
い
表
現
、
そ
の
下
の
象
、
牡

牛
、
馬
、
獅
子
の
四
型
獣
と
法
輪
を
配
せ
る
頂
雛
浮
彫
り
等
の
勝
れ
た
技
法
は
、
正
に
西
方
的
で
あ
り
、
そ
の
銘
等
が
印
度
本
来
の
ブ
ラ

ー
ミ
ー
文
字
に
あ
る
外
ア
ッ
シ
リ
ア
や
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ャ
で
使
用
し
た
北
セ
ミ
テ
“
ツ
ク
系
の
ア
ラ
マ
イ
グ
文
字
に
近
い
ペ
ル
シ
ャ
語
系
の

カ
ロ
シ
テ
ィ
文
字
に
よ
る
所
か
ら
な
お
更
で
あ
る
。
然
う
し
て
ア
ソ
カ
王
の
岩
を
ほ
っ
て
詔
勅
を
書
い
た
仕
方
、
所
謂
摩
崖
詔
勅
自
体
が

ペ
ル
シ
ャ
で
よ
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
更
に
そ
の
摩
崖
詔
勅
に
同
時
代
の
西
方
諸
国
の
王
の
名
が
多
く
出
て
い
る
か
ら
西
方
と

の
交
渉
の
程
が
知
ら
れ
よ
う
。
（
摩
崖
詔
勅
恥
過
）

こ
の
よ
う
に
西
方
文
化
が
東
漸
し
て
来
る
間
に
仏
教
が
又
西
進
し
て
行
く
。
こ
れ
を
示
す
も
の
と
し
て
ア
ソ
カ
王
の
摩
崖
詔
勅
に
「
ガ

ン
ダ
ー
ラ
に
大
法
官
が
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
や
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
に
マ
ジ
ャ
ー
ァ
ン
テ
イ
カ
（
末
間
提
長
老
）
が
派
遺
さ
れ
た
」
こ
と
が
示
さ

れ
、
又
、
オ
リ
ッ
サ
州
の
ダ
ゥ
リ
で
発
見
さ
れ
た
他
の
詔
勅
に
は
「
我
又
為
に
如
法
に
五
年
毎
に
柔
和
忍
辱
、
生
を
愛
す
る
人
を
集
め
て

以
て
こ
れ
を
腓
じ
、
我
々
が
教
う
る
所
に
よ
り
て
行
ぜ
し
め
ん
。
ウ
ジ
エ
ー
ニ
の
副
王
も
亦
、
三
年
毎
に
斯
の
集
合
を
催
す
こ
と
を
忘
れ

ざ
る
ぺ
し
。
タ
キ
シ
ラ
の
副
王
も
亦
然
り
。
」
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
仏
教
の
西
進
と
西
方
文
化
の
東
漸
を
媒
介
す
る
も
の
が
、
・
ハ
ク
ト
リ
ャ
や
バ
ル
テ
イ
ャ
等
の
ギ
リ
シ
ャ
人
の
王
国
で
あ

る
。
仏
教
へ
の
帰
依
で
有
名
な
ギ
リ
シ
ャ
人
の
王
、
メ
ナ
ン
ド
レ
ス
と
ナ
ガ
セ
ー
ナ
長
老
と
の
対
話
は
「
ミ
リ
ン
ダ
王
間
経
」
と
な
り
、

彼
の
貨
幣
に
「
随
法
者
」
「
正
法
大
王
」
の
銘
記
及
び
法
輪
の
形
を
打
ち
出
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
両
者
の
綜
合
が
見
ら
れ
よ
う
。

然
も
時
代
は
更
に
下
り
、
・
ハ
ク
ト
リ
ャ
と
パ
ル
テ
ィ
ァ
に
代
っ
た
の
が
大
月
氏
国
で
あ
る
。
然
も
こ
の
国
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
ヴ

ィ
エ
マ
・
カ
ド
フ
ィ
セ
ス
王
の
金
貨
と
ロ
ー
マ
の
金
貨
と
の
割
合
が
、
一
対
こ
の
同
じ
単
位
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
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そ
も
ノ
ー
仏
教
自
体
、
そ
の
成
立
は
よ
り
普
迦
的
な
立
場
を
求
め
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
か
っ
て
ガ
ン
ジ
ス
中
原
の
村
落
が
、

そ
の
中
に
各
種
の
カ
ー
ス
ト
を
も
ち
、
ひ
い
て
分
化
し
た
職
業
カ
ー
ス
ト
を
も
っ
て
、
そ
れ
自
体
閉
さ
れ
た
社
会
を
形
成
し
て
い
た
ｏ
こ

れ
が
．
ハ
ラ
モ
ン
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
社
会
的
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
仏
教
は
当
時
の
小
さ
な
部
族
倒
家
が
マ
ガ
ダ
の
統
一
圃
家
を
生
む
こ
の

政
治
的
統
一
の
傾
向
、
又
商
業
絲
済
が
民
族
、
種
族
を
超
え
て
「
峨
野
険
雌
処
」
を
行
く
、
よ
り
広
い
社
会
の
現
成
に
対
応
し
そ
の
自
己

自
覚
、
即
ち
普
遍
的
理
念
の
自
己
自
覚
と
し
て
釈
尊
の
出
生
を
み
た
こ
と
は
前
に
詳
述
し
た
（
押
淋
斗
惚
琴
癖
）
一
輔
鋤
弛
十
一
．
恰
も

商
業
的
理
念
、
特
に
貨
幣
経
済
が
す
べ
て
を
貨
幣
価
値
に
還
元
す
る
。

即
ち
貨
幣
価
値
の
前
で
は
そ
の
身
分
や
地
位
は
問
題
で
な
い
よ
う
に
、
す
べ
て
は
法
の
前
に
於
て
平
等
の
立
場
を
と
る
。
そ
こ
に
は
否

定
さ
る
べ
き
も
の
と
し
て
閉
さ
れ
た
農
村
社
会
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
仏
教
の
成
立
の
基
盤
で
あ
る
。
故
に
仏
教
が
生
き
る
に
は

よ
り
広
い
基
盤
を
持
つ
と
こ
ろ
の
方
が
、
よ
り
そ
の
生
存
発
達
に
適
し
て
い
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
私
は
仏
教
の
成
立
す
る
ガ
ン
ヂ

ス
の
中
厭
の
イ
ン
ド
と
大
乗
仏
教
の
成
立
発
達
し
た
山
北
印
度
と
は
そ
の
韮
雌
が
全
然
拠
る
と
考
え
る
か
ら
、
こ
の
面
か
ら
思
想
の
進
展

が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

か
に
ロ
ー
マ
と
の
通
商
を
前
提
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

更
に
そ
の
子
カ
ニ
シ
ヵ
王
が
西
紀
後
一
二
八
年
に
即
位
し
、
カ
シ
ミ
ー
ル
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
及
び
、
現
在
の
ソ
連
領
ト
ル
キ
ス
タ

ン
ま
で
東
は
ガ
ン
ジ
ス
流
域
の
マ
ガ
ダ
剛
を
ま
で
領
有
し
、
こ
＄
に
印
度
人
、
ギ
リ
シ
ャ
人
、
ペ
ル
シ
ャ
等
あ
ら
ゆ
る
田
を
合
せ
た
普
遍

的
世
界
が
現
出
す
る
。
然
も
こ
の
よ
う
な
広
い
肚
界
で
の
仏
教
の
保
護
は
、
そ
れ
が
小
采
で
あ
ろ
う
と
も
刺
戟
と
な
っ
て
ナ
ガ
ー
ル
・
ジ

ュ
ナ
（
竜
樹
）
、
ア
シ
ュ
。
ハ
グ
ホ
ー
シ
ャ
（
馬
鳴
）
の
大
乗
運
動
を
ひ
き
お
こ
す
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

◇
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を
異
に
す
る
。

俗
に
言
う
「
ガ
ン
ガ
の
水
は
雨
水
を
集
め
、
シ
ン
ド
の
河
は
雪
山
の
水
を
集
め
て
砂
漠
を
流
れ
る
、
」
と
。

こ
れ
が
カ
イ
・
ハ
ー
峠
を
越
え
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
入
る
と
乾
燥
は
一
肘
ひ
ど
く
な
る
。
天
下
肢
美
と
う
た
わ
れ
た
ナ
ガ
ラ
ハ
ラ
の
仏

影
窟
の
あ
っ
た
ジ
ェ
ラ
ラ
・
ハ
ー
ド
や
ハ
ッ
ダ
、
カ
ブ
ー
ル
、
ベ
グ
ラ
ム
は
殆
ど
砂
漠
の
中
で
あ
る
。
史
上
鹸
高
と
う
た
わ
れ
た
五
十
五
米

の
大
仏
の
あ
る
・
ハ
ー
ミ
ャ
ン
ヘ
の
逆
な
ど
草
一
本
な
い
は
げ
山
、
そ
の
麓
に
散
在
す
る
オ
ア
シ
ス
、
昔
の
旅
人
は
こ
の
オ
ア
シ
ス
か
ら
オ

ア
シ
ス
に
旅
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
オ
ア
シ
ス
で
は
到
底
自
給
の
生
活
は
出
来
な
い
。
ラ
ク
ダ
の
隊
商
が
有
無
を
通
じ
、
こ
れ
が

有
史
以
前
か
ら
支
那
、
ギ
リ
シ
ャ
、
印
度
の
文
化
を
媒
介
す
る
。

恰
も
エ
ー
ゲ
海
の
島
々
が
ポ
リ
ス
と
し
て
独
立
し
て
い
な
が
ら
然
も
つ
な
が
り
、
普
遍
的
思
想
即
ち
イ
デ
ア
の
観
念
が
成
立
し
た
の
と

こ
の
砂
漠
の
オ
ア
シ
ス
が
は
な
れ
ば
な
れ
で
あ
り
な
が
ら
つ
な
が
り
、
阯
界
性
普
迦
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
ガ
ン
ジ
ス
の
股
村
が

閉
さ
れ
た
村
落
や
社
会
を
持
っ
て
い
た
の
と
好
対
象
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
普
迦
的
な
世
界
な
る
が
故
に
、
あ
の
死
の
砂
漠
を
法
顕
、
玄
婆
等
の
支
那
僧
が
、
又
印
度
の
訳
経
僧
が
支
那
へ
渡
っ
て
行

く
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
若
し
も
ア
フ
リ
カ
の
如
く
閉
さ
れ
た
部
族
を
通
っ
て
行
っ
た
ら
果
し
て
生
命
の
保
証
が
得
ら
れ
た

規
を
一
に
す
る
。

で
あ
ろ
う
か
。
又

こ
の
よ
う
な
社
会
だ
か
ら
こ
そ
仏
教
が
指
導
原
理
と
し
て
住
み
着
き
発
展
し
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
然
も
仏
教
の
み
な
ら
ず
ギ
リ
シ

ャ
文
化
が
、
支
那
文
化
が
、
或
は
ペ
ル
シ
ャ
文
化
が
共
に
共
存
す
る
。
そ
こ
に
は
真
の
普
遍
的
な
世
界
的
社
会
が
現
成
し
、
然
も
そ
れ
ら

広
々
と
稲
田
の
続
く
ガ
ン
ジ
ス
流
域
と
、
乾
燥
し
た
た
か
＃
、
麦
し
か
産
し
な
い
、
ラ
ク
ダ
の
旅
す
る
西
北
印
度
で
は
全
く
そ
の
球
境
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然
ら
ば
こ
の
よ
う
な
環
境
に
於
て
ど
の
よ
う
な
思
想
が
出
来
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
特
徴
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
、
私
は
一
つ
の

方
法
と
し
て
・
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
彫
刻
か
ら
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
へ
の
移
行
に
こ
れ
を
考
え
て
ゆ
き
度
い
。

即
ち
こ
れ
は
結
論
的
に
言
っ
て
、
印
度
古
来
の
無
仏
の
立
場
か
ら
造
像
の
立
場
へ
の
移
行
で
あ
り
、
大
き
な
立
場
の
飛
躍
進
展
で
あ
る
。

然
ら
ば
仏
像
は
一
体
何
時
頃
か
ら
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
経
典
に
は
、
増
一
阿
含
（
巻
二
十
八
聴
法
品
）
、
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈

耶
雑
事
（
巻
十
七
、
巻
三
十
八
）
雑
阿
含
（
巻
十
）
十
訓
律
（
巻
四
十
八
）
の
諸
経
典
に
造
像
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
今
、
珊
一
阿
合

経
に
よ
っ
て
み
る
に
、
「
衆
王
が
法
を
聴
か
ず
修
業
を
怠
っ
た
の
で
釈
尊
は
、
三
十
三
天
に
の
ぼ
り
母
摩
耶
夫
人
の
為
に
法
を
説
い
た
。

地
上
で
は
釈
尊
の
姿
が
な
い
の
で
コ
ー
サ
ン
ピ
城
の
ウ
ド
ャ
ー
ナ
王
や
シ
ュ
ラ
・
ハ
ス
テ
ィ
城
の
ハ
シ
ノ
ク
王
は
、
釈
尊
を
慕
っ
て
病
気
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
夫
々
五
尺
の
像
を
刻
ん
だ
」
と
あ
る
が
、
仏
教
の
経
典
の
常
と
し
て
一
番
古
い
阿
含
部
で
さ
え
各
部
派
の
立
場
で
結
集

増
補
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
経
典
も
仏
像
の
出
来
た
頃
に
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
あ
て
に
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
私
に
は
、
現
実
に
残
っ
て
い
る
彫
刻
や
貨
幣
或
は
支
那
へ
の
訳
経
史
の
立
場
か
ら
こ
れ
を
見
る
の
が
一
番
安
全
な
道
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
私
は
こ
の
。
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
や
サ
ン
チ
ー
の
柵
楯
や
門
柱
の
彫
刻
を
以
て
考
え
た
い
。
然
し
こ
れ
も
非
常
に
数
多
く

の
彫
刻
が
あ
る
か
ら
、
極
く
代
表
的
な
も
の
を
以
て
説
明
し
た
い
。

・
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
、
ガ
ャ
、
サ
ン
チ
ー
の
棡
楯
の
作
ら
れ
た
年
代
、
即
ち
西
紀
前
三
世
紀
後
半
か
ら
一
世
紀
ま
で
の
こ
の
頃
に
仏
像
が
果

し
て
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
の
と
こ
ろ
発
見
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

が
混
然
と
融
合
し
、
仏
教
も
ギ
リ
シ
ャ
、
ペ
ル
シ
ャ
を
と
り
入
れ
て
大
乗
化
す
る
、
そ
こ
に
は
岐
早
ヒ
ン
ズ
ー
教
や
．
ハ
ラ
モ
ン
教
が
こ
上

に
住
着
か
な
か
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

●

（49）



ア
ソ
ヵ
王
柱
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
在
で
も
真
似
出
来
ぬ
如
き
正
確
な
動
物
の
摸
写
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
人
間
の
像
は
出
来
な
か

っ
た
か
と
言
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
か
の
濃
艶
な
等
身
大
の
ヤ
ク
シ
ニ
ー
像
が
あ
り
、
特
に
サ
ニ
チ
ー
の
第
一
塔
東
門
の
ヤ
ク
シ
ニ
ー
は

余
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
更
に
カ
ル
カ
ッ
タ
博
物
館
に
あ
る
パ
ト
ナ
出
土
の
ヤ
ク
シ
ャ
像
や
、
デ
イ
ダ
ル
ガ
ン
ジ
ュ
出
土
の
チ
ュ
ナ
ー
ル

産
砂
群
の
ヤ
ク
シ
ニ
ー
像
の
芸
術
的
美
し
さ
は
旅
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
。

に
も
か
腿
わ
ら
ず
、
仏
陀
像
だ
け
は
存
在
し
な
い
即
ち
、
◇
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
の
各
彫
刻
で
見
ら
れ
る
如
く
「
衆
象
聖
樹
礼
拝
」
「
毘
舎
浮

一
で
見
ら
れ
る
如
く
「
衆
象
聖
樹
礼
拝
」
「
毘
舎
浮

（
写
斑
Ｂ
）
ア
マ
パ
ラ
ー
ハ
ー
テ
ー
出
七
（
無
仏
像
の
立
場
）

仏
の
菩
提
樹
」
「
加
薬
仏
の
菩
提
樹
」
等
、
正
面

の
中
央
が
大
き
な
樹
と
な
り
、
人
々
は
そ
れ
を
礼

拝
し
て
い
る
絵
、
こ
れ
は
菩
提
樹
に
よ
っ
て
仏
を

表
わ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

或
は
「
法
輪
礼
拝
」
「
波
斯
匿
王
礼
拝
」
の
如

く
、
人
々
が
中
央
の
大
き
な
法
輪
を
礼
拝
し
て
い

る
。
又
「
加
羅
林
大
会
」
の
如
く
玉
座
と
法
輪
の

つ
い
た
仏
足
跡
石
を
拝
し
、
或
は
「
塔
礼
拝
」
の

如
く
頭
上
に
法
輪
の
あ
る
大
き
な
ス
ト
ウ
ー
バ
の

両
側
に
人
が
合
掌
し
て
い
る
。

例
え
ば
写
真
（
Ｂ
）
の
如
く
法
輪
の
つ
い
た
椅

子
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
だ
け
の
玉
座
、
或
は
法
輪
の
つ

（”）



第
二
銘
（
像
の
脊
面
）
に

カ
ニ
シ
カ
王
の
三
年
冬
第
三
月
二
十
有
二
日
三
蔵
法
師
。
ハ
ー
ラ
「
菩
薩
像
」
並
び
に
天
蓋
及
び
柱
を
造
り
：

即
ち
そ
の
銘
文
に
は

い
た
仏
足
跡
を
人
々
は
合
掌
し
て
い
る
図
に
は
私
に
は
敢
て
仏
陀
を
表
さ
な
い
と
い
う
意
識
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

即
ち
、
人
間
の
い
や
し
い
姿
を
以
て
至
上
の
仏
陀
は
表
現
出
来
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
る
。

原
始
、
小
乗
仏
教
で
は
、
釈
尊
の
存
在
が
余
り
に
も
大
き
い
為
に
人
間
は
た
か
入
、
阿
羅
漢
に
し
か
至
れ
な
い
。
釈
尊
と
我
々
人
間
と

の
間
に
は
隔
然
た
る
区
分
が
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
立
場
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ヤ
ク
シ
ニ
ー
の
よ
う
な
立
派
な
像
を
作
り
出
す
能
力
が
あ
り

な
が
ら
、
敢
て
作
り
出
さ
な
か
っ
た
と
私
は
考
え
る
。
史
に
こ
の
批
珊
を
尊
重
す
る
が
故
に
、
サ
ル
ナ
ー
ト
（
鹿
野
閲
）
出
土
の
西
紀
后
百

三
拾
年
頃
に
バ
ラ
比
丘
が
奉
献
し
た
と
い
う
菩
隣
像
が
、
実
は
如
来
像
で
あ
り
な
が
ら
敢
て
そ
の
銘
に
菩
薩
と
断
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
銘
（
台
座
の
前
面
）

…
菩
薩
像
一
蝦
を
作
り
供
養
し
奉
る

と
祥
藤
で
あ
る
と
三
回
も
こ
と
わ
っ
て
い
る
。

更
に
同
様
な
こ
と
は
写
真
（
Ｃ
）
の
后
一
三
○
年
頃
作
ら
れ
た
と
い
う
マ
ト
ウ
ー
ラ
市
内
の
カ
ト
ウ
ー
ラ
出
土
の
坐
像
に
も
当
て
は
ま

へ
る
と
こ
ろ
に
塁

得
ん
こ
と
を
…
…
。

カ
ニ
シ
ヵ
大
王
の
三
年
第
三
月
二
十
有
二
日
比
丘
プ
シ
ュ
ブ
デ
ィ
ー
の
同
侶
三
蔵
の
法
師
比
丘
・
ハ
ー
ラ
父
母
帥
尊
同
名
徒
弟
並
び
に
三

蔵
に
熟
達
せ
る
比
丘
尼
カ
ス
ト
ラ
ー
。
ハ
・
ハ
ナ
ス
パ
ー
ラ
及
び
フ
ラ
・
ハ
ラ
ー
ナ
乃
至
四
衆
と
共
に
．
ハ
ラ
ナ
シ
の
薄
伽
梵
の
嘗
て
経
行
し
給

へ
る
と
こ
ろ
に
「
菩
薩
像
」
一
、
並
に
天
蓋
及
び
柱
を
送
り
供
養
し
奉
る
。
願
わ
く
は
之
に
よ
っ
て
一
切
の
…
…
同
じ
く
安
穏
幸
福
を

(5I)



然
る
に
蒋
薩
で
は
頭
に
必
ず
宝
冠
を
頭
き
、
胸
に
は
珠
を
つ
な
い
だ
装
飾
を
か
け
、
手
に
は
手
釧
あ
り
足
に
は
足
釧
、
そ
の
衣
装
も
仏

や
声
聞
像
と
異
っ
て
、
天
衣
の
左
右
に
飛
揚
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
結
局
仏
教
の
僧
団
生
活
に
は
、
一
切
の
金
銭
珠
宝
乃
至
荘
厳

具
を
蒋
う
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
に
菩
薩
像
は
在
家
の
人
特
に
貴
人
の
相
を
、
そ
し
て
人
間
の
欲
望
を
き
れ
い
な
形
で
表
現
し
た

に
ち
が
い
な
く
又
、
未
だ
仏
の
出
家
せ
ざ
る
以
前
の
在
俗
の
形
を
顕
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
二
つ
の
菩

す
だ
け
で
あ
る
。

る
。
こ
れ
に
は
「
父
母
と
共
に
菩
薩
像
一
躯
を
作

り
そ
の
寺
に
供
接
す
。
；
」
と
あ
る
如
く
、
あ
え
て

之
も
蕎
薩
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
仏
像
は
左
右
に
宝
冠
を
砿
け
る
侍
者
あ

り
、
上
に
天
人
が
飛
び
、
台
座
に
獅
子
を
配
澄
し
、

頭
上
に
肉
蒋
あ
り
形
は
螺
の
如
く
手
は
施
無
世
の

印
を
結
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
即
ち
は
っ
き
り
と
し

た
仏
像
で
あ
る
。

大
体
仏
像
は
光
背
や
台
座
に
は
潴
極
の
微
妙
な

る
荘
厳
を
施
し
て
あ
る
か
、
仏
自
体
に
は
何
ら
の

荘
厳
は
存
し
な
い
。
即
ち
無
所
右
の
理
想
を
示
し

手
に
一
定
の
符
合
的
持
物
を
持
ち
、
或
は
印
を
示
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薩
像
は
明
か
に
仏
像
で
あ
る
。

■

仏
像
で
あ
り
な
が
ら
然
も
敢
て
こ
れ
を
祥
薩
と
い
う
、
私
は
こ
れ
無
仏
時
代
、
敢
て
仏
を
表
現
し
な
い
立
場
か
ら
仏
を
表
現
す
る
立
場

り
記
し
て
い
る
。
又
後
述
の
圭

像
と
こ
と
わ
る
立
場
と
国
＆

渡
期
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

又
、
絵
画
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
性
格
上
無
に
帰
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
大
唐
西
域
記
に
「
那
渇
（
ナ
ガ
ラ
ハ
ラ
）
の
仏
影

も
…
云
々
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
こ
の
間
の
消
息
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
仏
像
の
出
現
と
、
竜
樹
、
馬
鴫
の
大
乗
仏
教
学
者
の
出
現
と
大
体
時
機
的
に
一
致
す
る
が
故
に
、
明
ら
か
に
こ
比
に
小
乗
か
ら
大

乗
へ
の
飛
蹄
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

然
う
し
て
一
度
、
仏
像
が
川
来
る
や
否
や
堰
を
切
っ
た
水
の
如
く
続
々
と
ギ
リ
シ
ャ
風
の
姿
を
持
っ
た
即
ち
ゼ
ウ
ス
と
兇
ま
が
う
が
如

き
仏
像
が
西
北
印
庇
、
所
訓
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
作
り
出
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
即
ち
世
に
言
う
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
で
あ
る
。

然
う
し
て
そ
れ
が
大
体
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
は
、
仏
の
造
像
が
五
世
紀
位
ま
で
全
盛
を
つ
宮
け
る
。
や
が
て
白
フ
ン
等
の
侵
入
迫
害
に
よ
っ
て
遂
に
衰

滅
に
至
る
。
こ
れ
と
平
行
し
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ハ
ッ
ダ
辺
り
で
は
少
し
お
く
れ
て
、
四
、
五
世
紀
に
ス
ト
ウ
ッ
ク
（
泥
と
石
膏
の
様
な
も

の
）
の
特
徴
を
持
つ
仏
像
の
造
像
が
全
盛
と
な
る
。
こ
れ
ら
が
時
代
を
経
る
毎
に
ギ
リ
シ
ャ
風
貌
が
印
度
化
し
て
ゆ
く
。
最
後
に
グ
プ
タ
仏
の
純

の
）
の
特
徴
を
持
つ
仏
像
〈

へ
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
考
え
る
。

然
も
こ
の
菩
薩
像
の
作
ら
れ
た
と
同
じ
頃
、
実
は
カ
ニ
シ
カ
王
の
貨
幣
の
上
に
仏
陀
の
立
像
を
顕
わ
し
国
。
茜
。
、
即
ち
仏
と
は
つ
き

記
し
て
い
る
。
又
後
述
の
カ
ニ
シ
カ
舎
利
器
（
写
真
Ｅ
参
証
）
の
蒲
の
上
に
釈
尊
像
が
彫
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
一
方
に
あ
え
て
「
菩
薩

と
こ
と
わ
る
立
場
と
国
○
目
。
と
断
言
す
る
立
場
と
の
混
合
」
の
時
機
で
あ
り
、
こ
の
時
期
が
無
仏
時
代
か
ら
有
仏
へ
の
転
換
期
、
過

こ
れ
に
対
す
る
刺
戟
は
明
ら
か
に
ギ
リ
シ
ャ
文
明
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
然
し
私
は
見
落
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
仏
教
自

印
度
的
仏
像
に
連
結
す
る
。

（”）



体
の
問
題
即
ち
、
小
乗
の
有
部
辱
の
考
え
に
、
即
ち
仏
教
自
体
の
中
に
大
乗
化
へ
の
エ
レ
メ
ン
ト
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
有
部
は
非
常
に
現
尖
的
な
惟
桁
を
持
ち
「
無
尽
」
の
思
想
を
ま
で
腱
附
し
、
釈
尊
の
無
所
有
の
立
場
か
ら
現
世
的
な
我
々
の
欲

望
を
体
系
化
す
る
に
至
る
ま
で
に
内
在
化
、
現
世
化
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
、
端
的
に
小
乗
的
な
菩
薩
を
生
み
更
に
大
乗
へ
と

ひ
き
つ
ぐ
の
で
あ
る
。
之
を
刺
戟
促
進
し
た
の
が
ギ
リ
シ
ャ
文
明
と
い
え
よ
う
。

即
ち
ギ
リ
シ
ャ
の
神
は
、
妓
も
完
全
な
人
間
の
姿
で
あ
る
。
智
・
情
・
意
、
の
調
和
的
発
達
が
ギ
リ
シ
ャ
人
の
理
想
で
あ
る
。
ギ
リ
シ

ャ
人
が
好
ん
で
人
間
の
美
し
い
彫
刻
を
も
っ
て
神
を
表
現
す
る
例
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
が
仏
教
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
は

論
を
ま
た
な
い
。
超
越
的
な
仏
の
立
場
か
ら
我
々
の
完
全
性
即
仏
と
い
う
立
場
が
、
こ
の
仏
像
形
成
へ
む
か
わ
せ
、
ひ
い
て
は
大
乗
仏
教

の
思
想
的
飛
躍
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。

さ
て
仏
像
を
作
る
の
に
は
、
即
ち
人
間
の
姿
を
以
て
仏
を
表
現
す
る
の
に
は
そ
こ
に
何
か
し
ら
そ
の
特
性
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
が
三
十
二
相
、
八
十
種
業
と
い
う
特
性
で
あ
る
。
然
も
特
準
す
べ
き
は
、
「
こ
の
三
十
二
相
の
考
え
方
は
大
乗
仏
教
が
起
っ
て
か
ら
出

現
し
た
の
で
は
な
く
、
有
部
の
中
に
岐
早
用
意
さ
れ
て
い
た
」
と
友
松
円
諦
氏
は
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

然
し
そ
の
三
十
二
机
の
完
全
な
る
表
現
は
到
底
不
可
能
な
る
が
故
に
未
だ
仏
像
に
表
現
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
考
え
方
が

印
度
で
川
意
さ
れ
て
い
た
れ
ば
こ
そ
、
易
々
と
ギ
リ
シ
ャ
の
考
え
方
と
、
ギ
リ
シ
ャ
的
彫
刻
の
刺
戟
と
に
よ
っ
て
仏
像
が
作
り
出
さ
れ
た

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

◇
》

こ
Ｌ
で
興
味
あ
る
問
題
は
、
・
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
の
彫
刻
の
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
研
究
に
便
利
な
の
は
前
に
も
述
べ
た
如
く
一
つ

一
つ
の
彫
刻
が
殆
ど
場
面
の
側
面
や
下
や
枇
等
に
銘
が
入
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
は
ｒ
解
説
つ
き
で
あ
る
か
ら
、
意
味
の
解
ら
な
い

（54）



一
部
分
壊
れ
た
彫
刻
で
も
判
断
出
来
る
か
ら
、
砿
々
の
絲
典
に
出
て
い
る
内
容
が
当
時
あ
っ
た
も
の
か
又
、
後
世
の
挿
入
か
ど
う
か
の
研

究
も
非
常
に
便
利
で
あ
る
。
今
こ
＄
に
そ
の
一
、
こ
の
例
を
と
っ
て
内
容
即
ち
ジ
ャ
ー
タ
カ
を
問
題
と
し
た
い
。

然
ら
ば
こ
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
自
体
が
何
時
頃
成
立
し
た
の
で
あ
る
か
。
一
番
古
い
経
典
と
い
わ
れ
る
ス
ッ
タ
ニ
・
ハ
ー
タ
や
、
相
応
部
の
古

い
層
に
は
そ
れ
ら
が
見
出
さ
れ
な
い
。

そ
こ
に
は
た
か
入
、
そ
れ
が
将
来
ジ
ャ
ー
タ
ヵ
に
発
股
し
得
る
で
あ
ろ
う
よ
う
な
寓
話
が
そ
の
ま
上
に
残
っ
て
い
る
。
然
し
一
方
、
大

体
削
二
仙
紀
後
半
か
ら
前
二
世
紀
、
更
に
前
一
阯
紀
削
半
に
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
の
・
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
に
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
ジ
ャ
ー
タ

ヵ
が
出
て
い
る
こ
と
が
研
究
の
手
が
か
り
と
な
る
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
Ⅱ
本
生
研
と
い
う
の
は
仏
の
前
世
に
於
け
る
修
莱
物
諮
で
あ
り
、
釈
尊

が
過
去
世
に
於
て
、
人
間
、
天
人
乃
至
動
物
と
し
て
生
々
流
権
し
つ
Ｌ
、
械
々
の
福
業
を
獄
み
、
六
波
羅
蛍
の
聖
莱
を
実
践
せ
ら
れ
た
こ

と
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
本
生
話
は
何
れ
も
仏
説
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
元
来
そ
こ
に
物
語
ら
れ
て
い
る
多
く
の
説

話
は
、
古
来
の
イ
ン
ド
人
一
般
の
共
有
な
、
種
々
の
伝
説
、
説
話
、
寓
話
の
類
で
、
後
に
菩
薩
の
考
え
が
出
る
と
そ
の
菩
薩
の
修
業
を
説

く
為
に
、
斯
る
物
語
り
に
於
け
る
主
役
又
は
脇
役
乃
至
傍
観
者
を
滕
薩
に
お
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
仏
教
化
し
、
民
衆
に
肢
も
理
解
し

易
い
よ
う
に
教
化
の
面
に
便
利
な
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

然
う
し
て
仏
伝
と
の
関
係
は
、
そ
の
仏
伝
の
関
心
が
段
々
成
道
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
如
何
に
し
て
俗
界
に
生
を
う
け
た
悉
多
太
子

が
、
成
道
し
て
救
世
の
大
導
師
と
な
ら
れ
た
か
の
原
因
動
機
に
ポ
イ
ン
ト
が
移
り
、
更
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
斯
か
る
大
い
な
る
果
報
を
獲

ら
れ
る
為
に
は
過
去
何
百
劫
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
菩
薩
と
し
て
極
々
の
修
業
を
重
ね
ら
れ
た
の
に
相
違
な
い
と
信
じ
て
本
生
話
を
生
む

に
至
る
。
即
ち
こ
ふ
に
至
れ
ば
、
本
生
活
と
仏
伝
と
は
連
続
す
る
一
連
の
物
語
り
と
な
り
、
「
錠
光
仏
（
燃
灯
仏
）
の
授
記
に
は
じ
ま
っ

て
極
々
の
修
業
の
過
程
を
経
過
し
て
兜
卒
天
上
に
生
れ
、
そ
こ
よ
り
象
形
を
と
っ
て
摩
耶
夫
人
の
胎
内
に
入
り
、
か
く
し
て
ル
ン
ピ
ニ
園

（”）



例
え
ば
ラ
ホ
ー
ル
博
物
館
の
有
名
な
シ
グ
リ
出
土
の
ス
ト
ウ
ー
。
ハ
の
彫
刻
は
、
十
三
枚
あ
る
う
ち
ジ
ャ
ー
タ
カ
は
燃
灯
仏
（
錠
光
仏
）

の
説
法
一
つ
だ
け
で
、
あ
と
は
全
部
仏
伝
図
で
あ
る
。

こ
れ
は
つ
ま
り
、
釈
尊
を
シ
ン
ボ
ル
だ
け
で
表
現
す
る
立
甥
よ
り
、
仏
像
に
よ
っ
て
釈
尊
や
仏
を
表
現
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

仏
伝
図
が
多
く
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

更
に
こ
Ｌ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
・
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
や
サ
ン
チ
ー
で
も
、
過
去
七
仏
の
思
想
が
出
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
七
つ

の
ス
ト
ウ
ー
。
ハ
や
菩
提
樹
で
こ
れ
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
が
段
々
純
化
洗
練
さ
れ
る
と
、
阿
弥
陀
、
阿
閑
の
、
三
世
十
方
諸
仏
の
考
え

方
に
発
展
す
る
と
考
え
る
。
従
っ
て
こ
の
・
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
、
サ
ン
チ
ー
の
過
去
七
仏
の
思
想
と
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
燃
灯
仏
の
本
生
話
と
の

一
生
の
話
、
特
』

出
る
の
で
あ
る
。

こ
上
で
は
仏
伝
の
前
世
の
部
分
を
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
が
受
持
つ
こ
と
に
な
る
。

大
体
の
特
徴
と
し
て
、
・
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
の
頃
に
は
素
朴
な
ジ
ャ
ー
タ
カ
が
多
く
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
な
る
と
燃
灯
仏
や
捨
身
供
養
の
ジ
ャ

ー
タ
ヵ
に
な
っ
て
、
そ
の
物
語
の
価
類
は
少
く
な
る
が
深
さ
が
出
る
。

こ
れ
は
つ
ま
り
、
◇
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
の
如
き
括
迦
が
段
々
控
理
さ
れ
洗
練
化
さ
れ
て
来
た
こ
と
に
よ
る
。

故
に
ジ
ャ
ー
タ
ヵ
よ
り
、
む
し
ろ
仏
伝
図
に
代
る
と
い
え
よ
う
。
即
ち
燃
灯
仏
の
話
に
よ
っ
て
釈
尊
の
前
身
菩
薩
の
善
行
に
よ
り
仏
に

な
る
授
記
記
別
を
う
け
る
。
為
に
燃
灯
仏
は
妓
後
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
故
に
、
今
度
出
て
来
る
の
は
仏
伝
、
即
ち
釈
尊
の

一
生
の
話
、
特
に
四
門
出
遊
の
、
生
、
老
、
病
、
死
、
混
桑
の
四
相
を
表
現
す
る
方
法
、
或
は
こ
れ
が
展
開
し
て
八
相
の
彫
刻
が
随
所
に

に
太
子
と
し
て
生
誕
し
、

の
大
弟
子
を
得
ら
れ
た
。

長
じ
て
出
家
、
六
年
の
苦
行
の
後
、
ブ
ダ
ガ
ャ
の
菩
提
樹
下
に
降
職
成
通
し
て
、
鹿
野
園
に
法
輪
を
転
じ
多
く
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間
に
は
、
立
場
の
飛
躍
が
あ
る
こ
と
を
確
信
す
る
。

こ
れ
を
示
す
も
の
と
し
て
ジ
ャ
ー
タ
カ
で
は
な
い
が
仏
伝
の
ア
パ
ー
ラ
ラ
龍
王
（
伊
波
羅
龍
王
）
礼
拝
の
彫
刻
を
問
迦
と
し
よ
う
。

こ
の
彫
刻
は
、
中
央
に
、
龍
王
が
コ
ブ
ラ
の
様
な
形
を
し
た
五
つ
の
頭
を
持
つ
ナ
ガ
ー
（
竜
）
の
頭
の
上
に
竜
女
を
立
た
し
め
て
謁
を

と
な
え
し
め
て
い
る
。
そ
の
龍
女
の
右
手
に
、
衣
服
を
整
え
偏
担
右
肩
し
て
菩
提
樹
（
仏
）
の
在
る
方
を
指
示
し
て
い
る
女
が
あ
る
。
こ

れ
は
那
羅
陀
と
い
う
・
ハ
ラ
モ
ン
女
で
、
鹿
野
園
の
仏
、
即
ち
菩
提
樹
の
方
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
下
方
に
能
王
が
巻
属
を
卒

い
て
菩
提
樹
（
仏
陀
を
表
す
）
に
礼
拝
し
て
い
る
図
で
あ
る
。

こ
れ
と
同
じ
物
語
り
の
彫
刻
が
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
に
あ
り
、
私
は
ラ
ホ
ー
ル
博
物
館
で
見
て
来
た
。
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
方
は
、
竜
王
竜

妃
、
仏
前
に
座
し
て
帰
命
の
相
を
示
し
、
こ
の
上
に
二
段
の
世
界
が
示
さ
れ
、
各
々
の
世
界
は
中
心
に
仏
が
座
し
、
大
衆
が
合
掌
し
て
い

る
。
こ
れ
は
過
現
未
の
三
仏
を
示
し
思
想
の
深
化
、
仏
の
寿
命
の
久
遠
を
示
し
て
い
る
。

（
こ
の
絵
は
全
部
で
七
つ
発
見
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
カ
ル
カ
ッ
タ
博
物
館
三
、
ボ
ン
ベ
イ
一
、
ベ
ル
リ
ン
一
、
そ
の
他
一
）

然
う
し
て
仏
本
行
集
に
よ
る
と
、
こ
の
物
語
り
は
、

「
迦
葉
仏
の
時
、
王
が
伊
縦
鉢
樹
を
伐
採
し
た
。
為
に
竜
王
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
然
し
迦
葉
仏
の
説
く
と
こ
ろ
に
は
、
「
未
来
世
、

釈
迦
牟
尼
仏
に
遇
い
、
そ
の
妙
法
を
聞
く
と
竜
身
を
脱
す
る
」
と
予
言
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
毎
日
々
々
美
し
い
竜
女
に
謁
を
と
な
え
さ
せ

な
が
ら
待
つ
こ
と
何
劫
、
釈
尊
が
成
道
後
、
鹿
野
園
に
お
い
で
に
な
る
こ
と
を
那
羅
陀
と
い
う
も
の
に
き
い
て
釈
尊
の
御
前
に
礼
拝
す

る
。
そ
こ
で
釈
尊
は
、
将
来
弥
勒
仏
の
出
現
の
時
、
出
家
し
て
梵
行
を
修
す
れ
ば
諸
苦
を
脱
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
わ
れ
授
記
さ
れ
た
」

と
あ
る
。

こ
の
経
典
の
思
想
は
明
ら
か
に
大
乗
の
考
え
方
で
あ
っ
て
、
・
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
時
代
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
し
い
。
つ
ま
り
、
過
、
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現
、
未
の
三
仏
の
体
系
的
な
考
え
方
、
或
は
授
記
の
思
想
が
は
っ
き
り
と
出
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
こ
の
経
典
自
体
が
、
ガ
ン
ダ
ー

ラ
期
以
後
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
そ
れ
に
反
し
て
、
・
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
の
方
は
、
菩
提
樹
一
つ
し
か
な
い
し
素
朴
で
あ
る
か
ら
。
又
そ

も
ノ
＼
・
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
の
仏
伝
や
ジ
ャ
ー
タ
カ
で
は
過
去
現
在
の
物
語
し
か
な
い
し
又
、
他
の
話
も
非
常
に
単
純
な
轡
嶮
的
訓
話
ば
か
り

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
シ
ｉ
ン
丈
が
、
過
（
去
）
現
（
在
）
未
（
来
）
と
完
成
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
当
時
は
、
唯
、
「
悪
行
を

修
し
て
竜
女
に
な
り
仏
に
救
い
を
求
め
て
救
わ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
話
が
、
段
々
進
化
し
て
授
記
の
思
想
や
、
過
現
未
の
三
仏
の
思
想
、

即
ち
、
大
乗
思
想
が
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
彫
刻
と
し
て
出
た
と
思
う
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
ジ
ャ
ー
タ
カ
は
現
存
物
か
ら
探
す
と
、
ア
シ
ョ
カ
王
の
時
代
に
は
現
存
し
な
い
か
ら
、
ア
シ
ョ
ヵ
王
の
頂
後
の
こ
の
ジ
ュ
ン
ガ

朝
辺
り
で
い
る
ノ
、
の
寓
話
、
騨
嚥
話
が
こ
典
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
来
た
と
考
え
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
。

釈
尊
の
人
格
が
段
々
と
大
き
く
な
り
超
人
化
し
て
、
そ
の
奇
跡
や
行
蹟
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
又
更
に
印
度
人
の
業
思
想
と
結
び
着
い

て
、
前
世
の
善
行
の
結
果
に
よ
っ
て
仏
位
を
得
る
と
い
う
よ
う
に
発
達
す
る
。

善
行
を
す
れ
ば
仏
に
な
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
、
こ
れ
が
発
腱
し
て
仏
に
な
る
保
証
、
即
ち
授
記
の
考
え
や
、
授
記
を
受
け
た
も
の
即

ち
菩
薩
、
即
ち
仏
（
ボ
デ
ィ
）
た
る
べ
き
有
情
（
サ
ッ
タ
）
と
い
う
考
え
に
進
展
、
然
も
そ
の
善
行
も
自
己
だ
け
の
、
四
諦
八
正
道
で
な

く
、
六
度
の
他
人
の
為
に
自
ら
を
犠
牲
に
す
る
、
シ
ビ
王
本
性
図
（
ラ
ホ
ー
ル
博
物
館
）
（
シ
ビ
王
が
鳩
を
助
け
る
為
、
自
分
の
股
の
肉

を
切
っ
て
飢
え
た
臘
に
与
え
て
い
る
図
絵
の
上
の
方
に
秤
で
肉
を
敬
っ
て
い
る
）
等
の
物
語
り
の
如
く
、
大
乗
菩
薩
行
思
想
と
の
関
述
に

於
て
出
現
す
る
こ
と
は
今
ま
で
述
べ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

然
し
て
こ
の
菩
薩
思
想
の
出
る
の
は
、
前
述
の
如
く
資
料
的
に
、
大
体
カ
ニ
シ
カ
王
の
三
年
の
カ
ト
ー
ラ
出
土
の
釈
迦
菩
薩
像
の
銘

や
、
。
ハ
ー
ラ
比
丘
奉
献
の
嵜
薩
像
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
は
兄
当
ら
な
い
。
例
え
ば
、
〃
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
の
白
象
の
摩
耶
夫
人
の
胎
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（
写
寛
Ｄ
）

に
入
る
所
に
「
バ
ガ
バ
ッ
ト
〔
世
尊
）
胎
に
入
る
』
と
銘
し
て
、
祷
薩
と

い
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
取
扱
っ
た
経
典
バ
リ
ー
の
長
部
巻
二
で
は
、

「
祥
薩
胎
に
入
る
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
菩
薩
の
考
え
方
は
、
‐
ハ
ー
ル
フ

ッ
ト
以
後
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
支
那
訳
経
史
の
文
献
的
研
究
か
ら
、
西

紀
前
一
世
紀
を
鮫
上
限
と
し
、
後
一
世
紀
を
下
限
と
す
る
頃
か
ら
菩
薩
思

想
が
出
た
と
干
潟
教
授
は
発
表
し
て
お
ら
れ
る
。

セ
イ
ロ
ン
の
，
ハ
ー
リ
ー
伝
に
ブ
ッ
ダ
ガ
ー
マ
ニ
・
ァ
。
ハ
マ
王
の
時
代

（
前
一
世
紀
後
半
）
に
そ
れ
ま
で
伝
え
ら
れ
た
仏
典
を
文
字
に
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
が
そ
の
中
、
相
応
部
、
中
部
、
雑
史
部
で
は
菩
薩
の
言
葉
は

使
わ
れ
て
い
る
。

大
体
バ
ー
ル
フ
ッ
ド
か
ら
ガ
ン
ダ
ー
ラ
ヘ
の
プ
ロ
セ
ス
を
示
す
菩
薩
像

の
銘
の
如
く
、
カ
ニ
シ
カ
韮
の
時
代
頃
が
過
渡
期
の
下
限
を
示
し
て
い
る

と
い
っ
て
も
あ
な
が
ち
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
。

こ
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
が
徹
底
す
る
と
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
よ
く
出
て
来
る
燃
灯

仏
の
考
え
が
出
て
く
る
と
は
前
に
の
べ
た
。
即
ち
錠
光
仏
（
燃
灯
仏
写
真

Ｄ
）
の
時
に
、
釈
迦
牟
尼
菩
隣
儒
童
、
王
家
の
女
が
七
枚
の
青
述
華
を
持

っ
て
い
る
の
を
見
て
五
百
の
金
銭
を
以
て
五
茎
の
蓮
を
買
い
、
彼
女
の
寄

（”）



托
す
る
二
枚
と
合
せ
て
仏
に
奉
っ
た
り
（
凹
面
左
端
）
又
、
地
面
が
泥
な
の
を
み
て
皮
衣
を
解
い
て
地
を
覆
う
、
そ
れ
で
も
足
ら
ず
為
に

髪
を
と
き
地
に
敷
い
て
仏
を
通
し
た
そ
こ
で
、
「
九
十
一
劫
の
後
、
賢
劫
と
名
付
く
時
、
汝
正
に
作
仏
し
て
釈
迦
牟
尼
如
来
と
号
す
」

と
授
記
を
与
え
ら
れ
た
話
に
、
今
ま
で
の
三
世
十
方
の
仏
と
て
、
阿
弥
陀
仏
や
阿
閤
仏
、
弥
勒
等
の
仏
が
出
現
し
て
、
所
謂
、
仏
の
寿
命

の
久
遠
の
考
え
が
出
て
来
る
。
こ
Ｌ
に
至
っ
て
大
乗
仏
教
は
完
成
す
る
。

私
が
ラ
ホ
ー
ル
や
そ
の
他
で
み
た
燃
灯
仏
の
彫
刻
や
、
西
北
印
度
の
四
大
惑
跡
と
し
て
玄
桀
達
も
詣
で
た
と
い
う
「
己
上
削
肉
賀
鍋
の

所
」
、
「
以
眼
施
人
の
所
」
、
「
以
頭
施
人
の
所
」
、
「
投
身
餓
虎
の
所
」
の
思
想
は
大
乗
化
へ
の
通
を
端
的
に
表
わ
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
環
境
か
ら
仏
像
の
製
作
が
大
体
カ
ニ
シ
カ
王
以
来
嫌
原
の
火
の
如
く
作
ら
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
風
の
鼻
の
高
い
髭
さ
え
生
や
し

た
理
智
的
な
仏
に
対
し
て
、
殆
ど
同
時
ぐ
ら
い
に
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
刺
戟
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
中
央
マ
ト
ウ
ラ
で
、
（
カ
ニ
シ
ヵ
王
の
冬
の

都
が
マ
ト
ウ
ラ
、
春
秋
の
都
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
ペ
シ
ャ
ワ
ル
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
刺
戟
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
）
仏
像
が
作
り
出

さ
れ
た
。
そ
の
仏
の
特
徴
は
、
肉
体
が
す
け
て
見
え
る
位
衣
か
う
す
く
、
然
も
赤
い
砂
岩
に
彫
ら
れ
た
そ
の
印
度
的
な
肉
感
性
は
、
ガ
ン

ダ
ー
ラ
の
石
自
体
の
持
つ
青
黒
く
冷
た
く
、
鉄
の
如
く
堅
い
理
科
的
な
感
じ
と
、
好
対
象
で
あ
る
。

こ
の
西
洋
の
理
性
的
な
も
の
を
端
的
に
示
す
も
の
と
し
て
は
、
シ
ク
リ
か
ら
出
土
し
た
、
ラ
ホ
ー
ル
博
物
館
に
あ
る
苦
行
仏
が
あ
る
。

あ
の
、
あ
く
ま
で
も
骨
と
皮
の
仏
、
然
も
血
管
が
一
本
一
本
み
え
る
、
解
剖
学
的
精
密
性
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
姿
こ
そ
、
印
度
で
は
考
え

ら
れ
ぬ
ギ
リ
シ
ャ
の
理
性
の
立
場
、
対
象
化
の
立
場
で
あ
る
。

更
に
こ
の
造
像
の
隆
盛
さ
は
、
現
在
残
っ
て
い
る
タ
キ
シ
ラ
郊
外
の
無
数
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
や
そ
の
側
面
に
彫
ら
れ
た
仏
像
、
然
も
ま
だ

い
く
つ
砂
漠
の
中
に
眠
っ
て
い
る
か
分
ら
ぬ
。
耕
作
の
百
姓
が
出
土
し
た
ス
ト
ウ
ー
・
ハ
の
仏
像
を
、
上
手
に
炊
い
て
沢
山
売
り
に
来
る
こ

◇
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と
か
ら
し
て
も
、
当
時
の
造
像
の
降
職
が
伺
わ
れ
る
。

こ
れ
を
反
映
し
て
造
像
に
功
徳
あ
り
と
す
る
思
想
が
出
て
、
又
そ
の
仏
像
を
観
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
昧
に
入
る
思
想
が
出
る
の
は
当

然
で
あ
る
。

を
暗
示
し
て
い
る
。

単
‐
｜
仁
ｈ
〃
似
載
刈

と
百
編
荘
厳
の
相
を
以
て
供
養
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
仏
逝
を
成
ず
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
こ
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
仏
像
造
立

の
時
機
と
無
関
係
で
は
あ
り
神
な
い
聯
件
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

呰

if

即
ち
、
後
淡
雅
帝
光
和
二
年
（
即
一
七
九
年
）
月
支
三
蔵
支
婁
迦
識
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
般
舟
三
昧
経
に
、

復
有
二
四
事
一
、
疾
得
二
足
三
昧
一
、
一
者
作
二
仏
形
像
一
川
成
二
是
三
昧
一
、
常
造
二
立
仏
形
像
一
、
常
教
三
人
学
二
延
法
一
、

と
、
こ
れ
は
カ
ニ
シ
カ
王
を
去
る
こ
と
遠
く
な
い
時
期
に
こ
の
傾
向
か
ら
、
新
興
の
大
乗
仏
教
徒
に
よ
っ
て
創
蛉
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

又
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
反
映
し
て
当
時
成
立
し
た
法
華
経
に
、

「
若
人
為
し
仏
故
建
二
立
諸
形
像
｝
…
…

或
以
二
七
宝
一
成
鋪
石
赤
白
銅
・
…
・
・

彩
画
作
二
仏
像
一
乃
至
飛
子
戯

或
以
二
指
爪
甲
一
而
凹
二
作
仏
像
一

己
１
工
学
吟
叩
穐
ｒ
ふ
金
１
－

或

己以

仏爪

iIII
一

こ
の
よ
う
に
私
は
、
ゞ
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
か
ら
ガ
ン
ダ
ー
ラ
ヘ
の
移
行
は
、
芸
術
的
に
も
又
社
会
的
に
も
い
ろ
〃
ｆ
、
興
味
深
い
問
題
を
含
む

○
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興
味
あ
る
問
題
と
し
て
与
え
て
来
た
ゞ
特
に
こ
れ
が
父
、
仏
教
の
大
乗
化
へ
の
移
行
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

然
も
こ
の
、
無
仏
か
ら
有
仏
へ
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
沙
燃
灯
仏
へ
の
転
換
期
の
社
会
的
政
治
的
韮
縦
を
示
す
も
の
と
し
て
、
私
は
カ
ニ
シ
ヵ

舎
利
器
を
お
し
た
い
。
今
度
の
旅
行
中
、
特
に
ペ
シ
ャ
ワ
ル
博
物
館
長
の
特
別
の
好
意
で
、
仏
教
徒
と
い
う
意
味
で
秘
宝
の
舎
利
器
を
こ

の
手
に
抱
か
せ
て
貰
っ
た
。
私
は
こ
の
件
利
器
こ
そ
、
こ
の
問
題
の
鍵
を
握
る
も
の
で
あ
る
と
確
信
す
る
、
私
は
こ
の
論
文
の
結
論
を
暗

示
す
る
も
の
と
し
て
こ
の
介
利
器
（
写
典
Ｅ
）
の
解
説
を
し
た
い
。

（
写
真
Ｅ
）

拳～：制鐸巳. __巳_.

カ
ニ
シ
カ
舎
利
器
は
、
蓋
の
中
央
に
釈
尊
、
そ
の
両
側
に
、
イ

ン
ド
ラ
と
ブ
ラ
ー
マ
ン
が
釈
尊
を
拝
し
て
配
さ
れ
て
い
る
、
こ
れ

等
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
神
々
で
あ
る
。
私
は
、
印
度
は
閉
さ
れ
た
閉

鎖
的
磯
村
社
会
の
集
合
で
あ
る
と
い
っ
た
。
そ
こ
に
は
依
然
と
し

て
カ
ー
ス
ト
を
根
本
と
す
る
、
￥
ハ
ラ
モ
ン
・
ヒ
ン
ズ
ー
教
が
依
然

存
在
し
て
い
た
。
ア
ソ
カ
王
や
、
カ
ニ
シ
カ
王
の
仏
教
信
仰
の
彫

い
王
で
す
ら
如
何
と
も
出
来
ぬ
二
元
性
が
あ
っ
た
。
ア
ソ
ヵ
王
の

強
権
を
以
て
し
て
も
、
こ
の
印
度
の
閉
鎖
的
社
会
を
打
破
す
る
に

は
余
り
に
も
時
間
が
短
か
す
ぎ
た
の
だ
。

我
々
は
、
バ
ラ
モ
ン
教
↓
仏
教
↓
ヒ
ン
ズ
ー
数
の
図
式
を
以
て

イ
ン
ド
の
宗
教
史
を
考
え
て
い
る
。
然
し
事
実
は
こ
の
よ
う
な
複

雑
な
二
元
性
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
仏
教
が
、
そ
の
全
盛
の
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乗
仏
教
を
形
造
っ
た
。

華
を
咲
か
せ
て
い
る
農
村
の
部
落
の
細
胞
は
依
然
こ
の
・
ハ
ラ
モ
ン
で
あ
っ
た
。
故
に
仏
教
は
、
そ
の
下
部
構
造
た
る
商
人
、
長
者
の
崩
壊

に
よ
っ
て
容
易
に
衰
滅
す
る
の
で
あ
る
。

更
に
雑
の
下
方
に
は
水
鳥
が
一
列
に
樅
に
並
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
ロ
ー
マ
の
も
の
で
あ
る
。
又
諦
の
本
体
に
は
、
ペ
ル
シ
ャ

な
わ

の
衣
装
を
将
た
カ
ニ
シ
ヵ
王
が
合
学
し
て
い
る
。
然
も
そ
の
ま
わ
り
に
は
花
の
繩
が
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
、
エ
ン
ジ
ェ
ル

と
党
し
き
像
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
然
も
題
銘
は
誰
の
側
面
と
器
の
下
部
の
空
所
に
分
か
れ
て
「
カ
ニ
シ
カ
肌
訶
羅
に
於
て
技
監
臣

画
壇
叩
巴
画
と
あ
る
。
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
語
の
贋
温
め
旨
。
ゆ
で
あ
る
か
ら
し
て
そ
の
作
者
は
、
ギ
リ
シ
ャ
系
の
外
川
人
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
印
度
と
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
或
は
ペ
ル
シ
ャ
等
が
、
即
ち
こ
れ
に
印
度
と
西
方
文
化
と
の
綜
合
が
単
的
に
示
さ
れ
て
い

る
。
然
も
印
度
人
で
な
い
こ
の
ク
シ
ャ
ン
朔
の
力
’
一
シ
カ
王
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
は
印
度
も
な
け
れ
ば
ギ
リ
シ
ャ
も
な
い
災
族
種
族
を
越

え
た
将
逓
的
阯
界
が
あ
る
の
で
あ
る
。
又
然
も
こ
れ
を
側
面
か
ら
示
す
も
の
と
し
て
、
マ
ト
Ｉ
ラ
附
近
の
ジ
ャ
ム
ナ
河
左
岸
の
マ
ー
ト
と

い
う
所
で
出
土
し
た
カ
ニ
シ
カ
大
王
の
立
像
が
、
マ
ト
ー
ラ
博
物
館
に
あ
る
が
、
そ
の
正
面
の
法
衣
の
柵
に
沓
か
れ
た
文
字
が
「
マ
ハ
ラ

ー
ジ
ャ
（
大
王
）
ラ
ジ
ャ
テ
ィ
ラ
ー
ジ
ャ
（
王
の
王
）
デ
イ
ー
ヴ
ア
プ
ト
ロ
（
天
子
）
ク
シ
ャ
ナ
の
子
カ
ニ
シ
カ
」
と
苔
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
又
側
じ
文
が
カ
ニ
シ
カ
王
の
貨
幣
に
も
（
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
、
印
度
の
王
、
ペ
ル
シ
ア
の
正
、
ギ
リ
シ
ア
の
王
、
支
那
の

王
等
の
恵
味
を
持
ち
、
あ
ら
ゆ
る
文
化
を
超
え
た
普
遍
的
な
社
会
状
態
を
こ
Ｌ
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
普
通
の
理
念
を
求
め
て
成
立
し
た
仏
教
が
、
よ
り
広
い
普
遍
的
な
こ
の
西
北
印
度
で
、
極
々
の
異
質
の
文
化
を
包
容
し
て
火

そ
こ
に
は
・
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
・
サ
ン
チ
ー
の
立
場
か
ら
ガ
ン
ダ
ー
ラ
ヘ
と
、
そ
の
立
場
の
飛
蹄
が
行
わ
れ
て
ゆ
く
Ｕ
こ
の
基
燃
こ
そ
、
こ

の
カ
ニ
シ
ヵ
舎
利
器
的
社
会
で
あ
り
、
そ
の
飛
躍
台
こ
そ
、
こ
の
カ
ニ
シ
カ
王
の
時
代
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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